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ご相談・ご要望をどうぞ。　　☆くらし・税金・教育などの相談は　西澤伸明38‐4949　丸山光雄38‐3123


◎日本共産党の見解を紹介します。メール　shigakoura.jcp@ares.eonet.ne.jp　ホームページもごらんください【「西澤伸明」で検索】





甲良民報


２０２１年１１月２１日　　　　８３７号


発行責任：日本共産党甲良町議員


連絡：甲良町在士373（西澤）


Tel：38-4949　 Fax：38-2242





去る12日（金）、町は議会全員協議会で、難航している西ケ丘山林への企業誘致の打開策として「甲良町産業集積地整備事業者募集要領の見直しの考え方」を説明。以下のようなやり取りがありました。以下その概要をお知らせします。


　　◇　　　◇


４項目の見直しと共に、町と企業との負担割合に関し、町は開発地への進入路２路線新設工事と上下水道敷設の費用合計３億２３５２万円を町が負担する、というもの（左枠）。


　この見直し方針に対し、西澤議員は西ケ丘の企業誘致が人口増につながる保証があるのか？過去の工業団地造成が人口増に役立っているのか、などの検証が必要だ、と提起。国道３０７号線からの進入路の地形上の問題が解決するのか？さらに、進入路の建設工事と上下水道の工事は先行実施か、それとも進出企業と正式な契約が成立した後かどちらか？と質問。企画監理課長は「どちらにするか、ここでは決められない」と意味不明ではぐらかす答弁。町長に再度質問を向けると「理想としては、進出企業が確定してからですが、･･･努力します」などとはぐらかし、「先行実施はしない」とは答弁しませんでした。過去の検証などについてもまともな答弁はありませんでした。


　この説明には他の議員からも「どちらか」との厳しい追及が集中。野瀬町長は「進出企業が確定後の着工」との明言は避けました。西澤議員は進出企業が確定していない内に３億数千万円も道路、上下水道に投資して無謀な冒険となり、こんなことには容認できない、など再度強調しました。町長は最後まで「確定後の着工」は言及しませんでした。　


　建部議員は、見直し①で土地の「譲渡」から「売り渡し」の表現に変更することと合わせ、３億２３５２万円もかけて工事を行った用地を、その額を下回って売却する恐れがある、無駄な税金の投入になる、などと警告。この意見に対しても町長はまともに答えませんでした。


　丸山議員は、成功の見通しが無い、計画が無い、立地条件が無いなど厳しく批判しました。


　宮嵜議員は、現地は山林であり評価が低いこと、１億や３億では買い手がつかないなどと発言し、早期の計画進行を求めました。また、長寺からの第３の進入路も提案しました。


　　◇　　　　◇


くらし・営業の支援


こそ予算を


町は人口減少が続いているとして「人口の定住・定着を促すためには産業誘致による雇用の場の拡大」唱えます。が、ユニバーサル製缶（旧北海製缶）誘致や北落工業団地造成が人口減少の歯止めにはならなかった現実を受け止めるべきです。


町民のくらし・子育て・営業・農業支援に手厚い施策優先こそが重要ではないでしょうか。


…西澤議員の話し…





西ケ丘「産業集積地整備」用地＝11月12日・全員協議会提出資料より





見直し方針（抜粋、要約）　①「民間企業に譲渡」➡「民間企業に売り渡し」に見直す。（６）町および企業における基本負担割合➡町負担分の分析（※要領には記載しない）・接続道路整備費用（２路線）＝2億5,920万円・上下水道＝6,432万円








